
153 

 

開 会  午前１０時００分 

○議長（小松則明君） おはようございます。 

けさ起きてみると白い雪が積もっておりました。この復興に携わっている大槌町では、

各現場がいろんな思いを感じていると思います。 

また、この冬に関し、体も動きにくくなり、現場での事故が起きないよう議会として

も考えておりますし、また当局でもそういうことのないような工期など、ちゃんとして

いただきたいと思っております。 

では議題に入ります。 

ただいまの出席議員数は13名であります。定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

議事に入る前に、一昨日の東梅康悦議員の一般質問に対し、当局より追加答弁したい

旨の申し出がありましたので、これを許します。町長。 

○町長（平野公三君） おはようございます。 

さきの12月６日に行われました東梅康悦議員からの一般質問に対し、的確・適切な答

弁となっていなかったことは、大変申しわけございません。 

御質問のあった安渡保育所の今後の方針についてでありますが、安渡保育所について

は、今後の町の教育・保育サービスを効率・効果的に充実・強化していく必要性や、現

在の町の教育・保育施設環境の状況、全国的な保育士等の専門職員の不足状況を総合的

に考慮し、平成29年度末をもって廃止したいと考えているところであります。 

安渡保育所の廃止を含め、今後の町の子育て支援の方向性について、議会、保護者の

皆様、さらには町内保育園、幼稚園や安渡町内会への説明を申し上げる予定としており

ます。 

○議長（小松則明君） 暫時休憩いたします。 

休  憩       午前１０時０２分 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

再  開       午前１０時２１分 

○議長（小松則明君） 再開いたします。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  日程第 １ 議案第１１０号 平成２８年度大槌町一般会計補正予算（第５号）を定

めることについて 
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○議長（小松則明君） 日程第１、議案第110号平成28年度大槌町一般会計補正予算（第

５号）を定めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（三浦大介君） 議案第110号平成28年度大槌町一般会計補正予算（第５号）

を定めることについてを御説明申し上げます。 

１ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正。歳入。 

９款地方交付税１項地方交付税、補正額１億6,332万5,000円は、今回の補正財源とす

る普通交付税及び震災復興特別交付税であります。 

11款分担金及び負担金２項負担金、補正額1,394万6,000円は、現年度分保育料の確定

に伴う保育料負担金及び水道事業会計負担金であります。 

13款国庫支出金１項国庫負担金、補正額3,304万4,000円は、障がい者自立支援給付費

負担金及び現年発生災害復旧費負担金であります。 

２項国庫補助金、補正額2,098万8,000円は、地方創生推進交付金及び循環型社会形成

推進交付金等であります。 

14款県支出金１項県負担金、補正額228万8,000円は、障がい者自立支援給付費等負担

金等であります。 

２項県補助金、補正額４億1,771万1,000円は、被災地福祉灯油等特別助成事業費補助

金並びに農業及び林業施設災害復旧費補助金等であります。 

17款繰入金１項特別会計繰入金、補正額8,722万円は、復興整備事業に伴う下水道事

業特別会計繰入金であります。 

２項基金繰入金、補正額４億8,535万9,000円は、復興交付金事業において、今回の補

正財源とする東日本大震災復興交付金基金繰入金等であります。 

18款繰越金１項繰越金、補正額１億1,134万4,000円は、今回の補正財源とする前年度

繰越金であります。 

20款町債１項町債、補正額１億6,520万円は、公共土木施設災害復旧事業債及び御社

地復興拠点施設整備事業債等であります。 

２ページをお開き願います。歳出。なお、款、項、各項におきまして、岩手県人事委

員会勧告に伴う人件費の補正がありますのであらかじめ御了承願います。 

１款議会費１項議会費、補正額59万7,000円は、議員期末手当及び職員人件費であり

ます。 
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２款総務費１項総務管理費、補正額1,026万9,000円は、人件費及び役場庁舎４階書庫

改修工事等であります。 

２項徴税費、補正額992万4,000円は、町税過年度還付金等であります。 

３項戸籍住民基本台帳費、補正額21万8,000円は人件費であります。 

４項選挙費、補正額12万4,000円は人件費であります。 

５項統計調査費、補正額９万5,000円は人件費であります。 

７項地方創生費、補正額304万9,000円は、大槌型教育プロジェクト運営業務委託料及

び町内空き家アパート実態調査業務委託料であります。 

３款民生費１項社会福祉費、補正額1,885万7,000円は、福祉灯油助成事業費及び今年

度の実績見込みによる障がい者自立支援給付費等であります。 

２項児童福祉費、補正額648万5,000円は、今年度の実績見込みによる保育所運営費委

託料等であります。 

４款衛生費１項保健衛生費、補正額1,484万6,000円は、小鎚地区老朽管更新に伴う水

道事業会計負担金等であります。 

２項清掃費、補正額5,621万4,000円は、マテリアルリサイクル推進施設整備事業に伴

う資源化圧縮施設設計業務委託料等であります。 

６款農林水産業費１項農業費、補正額682万7,000円は、白銀・和野簡易給水施設の電

気計装機更新に伴う水道事業会計負担金及び有害鳥獣駆除に係る電気牧柵購入に係る機

械器具費等であります。 

２項林業費、補正額５万6,000円は人件費であります。 

３項水産業費、補正額10万3,000円は、漁業集落排水処理事業特別会計繰出金等であ

ります。 

７款商工費１項商工費、補正額346万8,000円の減は、職員の異動による人件費の減で

あります。 

８款土木費１項土木管理費、補正額100万5,000円は人件費であります。 

２項道路橋梁費、補正額1,000万円は、道路除排雪業務委託料であります。 

３項河川費、補正額5,600万円は、大槌川水系の３カ所を浚渫する河川堆積土砂除去

事業業務委託料であります。 

４項都市計画費、補正額2,725万6,000円は、下水道事業特別会計繰出金であります。 

３ページをお願いします。 
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９款消防費１項消防費、補正額539万1,000円は、消防団出動手当及び大槌町洪水土砂

災害ハザードマップ更新業務委託料等であります。 

10款教育費１項教育総務費、補正額62万6,000円は人件費であります。 

２項小学校費、補正額745万1,000円は、小中一貫教育校移転に伴う燃料費及び火災保

険料等であります。 

４項社会教育費、補正額48万4,000円は人件費であります。 

５項国保健体育費、補正額１万1,000円も人件費であります。 

11款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費、補正額４億3,966万4,000円は、台風

10号により11月から災害査定を受検しています24カ所の農業施設及び林道古廟伸松線災

害工事費等であります。なお、残る箇所につきましては、順次事業費を計上し災害復旧

いたします。 

２項土木施設災害復旧費、補正額4,270万円は、台風10号により23カ所の公共土木施

設が被災し、そのうち住民生活に密接な河川２カ所、町道４カ所を早急に災害復旧する

工事費であります。なお、残る17カ所は来年度以降事業費を計上し、災害復旧いたしま

す。 

３項文教施設災害復旧費、補正額2,239万2,000円は、図書館部分の災害復旧に係る

（仮称）御社地エリア復興拠点施設建設工事費等であります。 

15款復興費１項復興総務費、補正額2,692万3,000円は、復興交付金事業に伴う下水道

事業特別会計繰出金であります。 

２項復興推進費、補正額５億1,683万7,000円は、沢山地区幹線道路整備業務委託料及

び町方地区復興整備事業業務委託料であります。 

７項復興都市計画費、補正額１億2,907万7,000円は、防災集団移転促進事業沢山団地

造成業務委託料等であります。 

８項復興用地建築費、補正額7,442万円は、復興事業に伴う用地買収費及び物件補償

費等であります。 

９項復興防災費、補正額1,599万2,000円は、（仮称）御社地エリア復興拠点施設整備

事業の整備費の確定に伴う施工監理業務委託料及び工事費であります。 

４ページをお開きください。第２表繰越明許費。追加。款、項、事業名及び金額の順

に読み上げいたします。なお、款及び項が同様の場合は省略させていただきます。 

４款衛生費１項保健衛生費、斎場整備事業、１億872万6,000円。 
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２項清掃費、マテリアルリサイクル推進施設整備事業、6,000万円。 

８款土木費２項道路橋梁費、社会資本整備総合交付金事業（防災・安全）橋梁長寿命

化分、8,200万円。社会資本整備総合交付金事業（防災・安全）、6,100万円。社会資本

整備総合交付金事業（復興枠）、10億4,500万円。社会資本整備総合交付金事業（通

常）、4,500万円。小鎚線道路改良事業、5,750万円。 

３項河川費、河川堆積土砂除去事業、5,600万円。 

９款消防費１項消防費、大槌町洪水土砂災害ハザードマップ更新事業、500万円。 

11款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費、農業施設災害復旧事業、３億4,216

万3,000円。林業施設災害復旧事業、7,126万6,000円。 

２項土木施設災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業、7,270万円。 

５ページをお願いします。 

３項文教施設災害復旧費、（仮称）御社地エリア復興拠点施設整備事業、１億3,141

万5,000円。 

15款復興費１項復興総務費、情報通信基盤災害復旧事業、4,899万2,000円。 

２項復興推進費、沢山地区幹線道路整備事業、６億3,600万円。 

８項復興用地建築費、災害公営住宅整備事業、3,900万円。 

９項復興防災費、（仮称）御社地エリア復興拠点施設整備事業、４億9,234万7,000円。 

11項復興社会教育費、中央公民館防災施設整備事業、8,195万1,000円。 

以上、事業が翌年度に及ぶことから繰越明許を設定するもの18件であります。 

６ページをお開きください。第３表債務負担行為補正。追加。事項、期間、限度額の

順に読み上げます。 

町方地区復興整備事業（上水道・下水道事業）、平成28年度から平成30年度まで、25

億7,000万円。 

町方地区津波復興拠点整備事業、平成28年度から平成29年度まで、5,590万円。 

町方地区他道路整備事業、平成28年度から平成29年度まで、２億6,500万円。 

町方地区防災集団移転促進事業、平成28年度から平成30年度まで、10億6,305万3,000

円。 

７ページをお願いします。変更。 

（仮称）御社地エリア復興拠点施設整備事業、変更前、期間、平成28年度から平成29

年度まで、限度額５億6,934万4,000円。変更後、期間の変更はありません。限度額、６
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億772万6,000円。 

以上、追加４件、変更１件であります。 

８ページをお開きください。第４表地方債補正。追加。起債の目的、限度額の順に読

み上げます。なお、起債の方法、利率、償還の方法は、当初予算と同様のため省略させ

ていただきます。 

一般会計出資事業、1,120万円。 

河川堆積土砂除去事業、5,600万円。 

９ページをお願いします。変更。起債の目的、変更前限度額、変更後限度額の順に読

み上げいたします。なお、起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同様のため省略さ

せていただきます。 

簡易給水施設整備事業、5,000万円、5,490万円。 

集会施設等整備事業、920万円、1,150万円。 

農業施設災害復旧事業、260万円、350万円。 

林業施設災害復旧事業、520万円、640万円。 

公共土木施設災害復旧事業、330万円、1,750万円。 

御社地復興拠点施設整備事業、5,610万円、１億3,060万円。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。４ページをお開きください。 

第２表繰越明許費。追加。進行いたします。 

５ページ。進行いたします。 

６ページ。第３表債務負担行為補正。追加。進行いたします。 

７ページ。変更。進行いたします。 

８ページ。第４表地方債補正。追加。阿部義正君。 

○12番（阿部義正君） この起債の目的のところで一般会計出資事業とありますが、これ

多分企業会計が対象になっていると思われますが、ちょっと今まで聞きなれない地方債

なので、その辺の内容をお願いします。 

○議長（小松則明君） 財政課長。 

○財政課長（岡本克美君） お答えいたします。公営企業に関しましては繰出基準という

国の基準がございまして、要は公営企業だけでは賄えない部分を、ちゃんとしたルール

に沿って、一般会計からお金を繰り出してもいいよという基準にのっとって、一般会計
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から特別会計のほうにお金を繰り出す分でございます。 

今回の分に関しましては、小鎚地区の老朽管更新をします。これは水道事業が国庫補

助を得て事業いたしますが、３分の２が国庫補助、それから３分の１が一般会計からの、

一般会計もその分お金に余裕があるわけではないので、起債をして、そしてその分を上

水道会計のほうに繰り出すという事業でございます。ちなみに、この起債に関しまして

は50％の交付税の算入率がございます。以上でございます。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。 

９ページ。変更。進行いたします。 

12ページをお開きください。歳入に入ります。 

９款地方交付税１項地方交付税。進行いたします。 

11款分担金及び負担金２項負担金。進行いたします。 

13款国庫支出金１項国庫負担金。進行いたします。 

２項国庫補助金。 

13ページに移ります。14款県支出金１項県負担金。進行いたします。 

２項県補助金。進行いたします。 

14ページに入ります。17款繰入金１項特別会計繰入金。進行いたします。 

２項基金繰入金。進行いたします。 

18款繰越金１項繰越金。進行いたします。 

20款町債１項町債。15ページまでです。進行いたします。 

16ページに入ります。歳出。 

１款議会費１項議会費。進行いたします。 

２款総務費１項総務管理費。進行いたします。 

17ページ。２項徴税費。進行いたします。 

３項戸籍住民基本台帳費。進行いたします。 

４項選挙費。進行いたします。 

５項統計調査費。進行いたします。 

18ページ。７項地方創生費。東梅康悦君。 

○９番（東梅康悦君） 教育プロジェクト50万、空き家アパート実態調査254万9,000円が

計上されてますが、まずこの２つの事業の主な内容を説明していただきたいと思います。 

そしてまた、この町内の空き家アパートを調査するということは、世の中では空き家
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バンク等々なる言葉もありますが、恐らくそれに結びつけた調査になるかと思いますけ

ど、それを含めて説明のほどお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（藤原 淳君） まず、私のほうからは町内空き家アパート実態調査業務

委託料のほうの説明をさせていただきます。 

これは地方創生総合戦略の中で、Ｄプロジェクトの雇用・住環境の充実プロジェクト

という事業になりますけれども、その中で住環境の支援ということで、空き家の調査へ

の取り組みとして、町内の入居可能なアパートであったりとか、空き家等の調査をする

わけですけれども、その中で町のほうで保有している情報というのは主に水道事業所が

持っている閉栓情報になります。それだけだとちょっとなかなか調査が難しいので、住

宅地図を製作している業者のほうに、個別で調査しているわけですから、その情報とあ

わせて空き家情報のデータベースをつくって、来年度以降予定しておりますけれども、

空き家バンクのほうに生かしていきたいというふうに考えております。現在、閉栓情報

のほうは、町のほうで持っているのは大体180件ぐらいということですが、地図業者の

ほうの持っているデータというのは空き家のほうが100件ぐらいありそうだというとこ

ろで、その辺を合わせて正確な情報をつくっていくというものになります。 

○議長（小松則明君） 学務課長。 

○学務課長（松橋文明君） 私のほうからは大槌型教育プロジェクト運営業務委託料につ

いて御説明を申し上げます。 

地方創生に係りまして、大槌型教育ということで小中のみならず高校までを取り込ん

だ事業といたしまして、島根県の海士町で行っております島留学等で高校生を集めると

言えば変ですけれども、大槌高校のほうに魅力を持たせた取り組みをして入学をふやし

たいと。それをもって大槌町の今後の大人の育成といいますか、町を大事にした取り組

みに生かしていきたいということで、先進事例の海士町の島留学という取り組みについ

ての研修をするということで、講師の謝金、旅費等を含めた委託をＮＰＯのカタリバさ

んのほうにお願いをして、あとその参加者につきましては、議員の先生方ももちろんで

すけども、教育関係者とか、一般の商工関係者等含めました研究会を今年度実施してい

くということでございます。 

○議長（小松則明君） 東梅康悦君。 

○９番（東梅康悦君） はい、わかりました。そこでその空き家アパートの実態調査とい
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うことですが、水道事業所が持っている情報、そしてまた住宅地図の製作会社が持って

いる情報を合わせるんだという説明でございますが、今回のこの委託はあくまでもその

空き家情報を調べると。空き家を所有している所有者に対しての意向はこの事業費の中

には含まれないで、別途またそういう委託費みたいなものをもって、今度は所有者の意

向も確認するというものになると思うんですが、要するに来年度から作成するというこ

となんですが、所有者の意向といっても町内在住であればすぐ意向が確認できると思う

んですが、中には不明だったり、あるいは遠方だったりというところがあると思うので、

所有者意向の確認についての説明も少ししていただきたいと思います。 

○議長（小松則明君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（藤原 淳君） 所有者の情報になると、現実的には登記簿をとって確認

をするということになると思います。その後の確認の作業の仕方とかについては、これ

からもう少し詰めるところがあると思ってます。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。 

３款民生費１項社会福祉費。進行いたします。 

19ページ。２項児童福祉費。進行いたします。 

４款衛生費１項保健衛生費。進行いたします。 

20ページに入ります。２項清掃費。進行いたします。 

６款農林水産業費１項農業費。進行いたします。 

21ページに入ります。２項林業費。進行いたします。 

３項水産業費。進行いたします。 

７款商工費１項商工費。進行いたします。 

８款土木費１項土木管理費。進行いたします。 

22ページに入ります。２項道路橋梁費。進行いたします。 

３項河川費。進行いたします。 

４項都市計画費。進行いたします。 

９款消防費１項消防費。進行いたします。 

23ページに入ります。10款教育費１項教育総務費。進行いたします。 

２項小学校費。進行いたします。 

４項社会教育費。進行いたします。 

５項保健体育費。進行いたします。 
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11款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費。24ページ上段まで。東梅康悦君。 

○９番（東梅康悦君） 以前にも聞いたと思うんですが、確認の意味でお尋ねしますが、

今回のこの台風10号は大槌町も激甚災害指定されたというふうに認識しております。そ

の中で、その激甚災害指定をされると国からの補助率が高まるということは知っている

んですが、その補助率がどの程度になってこれからその傷んだところを直していくつも

りなのかをお尋ねしたいと思います。 

○議長（小松則明君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田中恭悦君） 今回の農業施設及び林道のほうの施設関係でございます

けども、町内全体で災害復旧の対象になっているものについては、現在24カ所。あと、

林道の施設につきましては、古廟伸松の１カ所という形になってございます。 

災害の査定を実はまだ受けているという状況でございまして、きのうまで当町の分に

つきましては査定の部分が終了して、朱入れまで終わっているという状況にはなってご

ざいますけども、まだ県内のほうの部分の中で、まだきょうも宮古地区のほうが災害査

定に入っているという部分も一応ございますので、まだ補助率の部分については確定し

たものは実際のところ出ていないというのが正直なところでございます。 

ただ、今回の農地の関係の部分については、補助率のほう約97.7％ぐらいで見込んで

ましたし、あと農業施設、今回の頭首工とか用水路等も結構被災に遭っておりますので、

その辺につきましては99.9％近い額で今回予算上は見ているということでございます。 

○議長（小松則明君） 東梅康悦君。 

○９番（東梅康悦君） これは農林課の方々も十分認識しておられるとは思うんですが、

先ほど前のページのほうで繰越明許ということで、農林災害のほうも明許されているわ

けでございますが、来春の耕作に間に合うように担当課のほうも考えていると思うんで

すが、ただ物によってはなかなか厳しい案件も出てくると思いますが、そこら辺の考え

方をぜひ来春までには、４月になっても、まず年度は４月になっても終えるんだという

心構えを持っていると思うんですが、その点につきましてお尋ねしたいと思います。 

○議長（小松則明君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田中恭悦君） 先ほどもちょっと箇所関係、災害復旧の部分については、

今回国庫補助の部分については24カ所、全体では一応65箇所ということで、広範囲に及

んでいるという状況になってございます。 

いずれ、今後も入札等も含めながら、その辺は工事箇所の、例えばエリアを設定した
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りとか、あと工事方法についても、例えば田んぼの中の土砂のほうを先にとって畦畔の

ほうはちょっと後に回すとか、そういった工事の工夫等も検討しながら、いずれなるべ

く来期の田んぼ等々のその農作業にできるだけ間に合うようにといいますか、いずれ努

めてまいりたいと思います。 

あと先ほどの補助率の関係でしたけれども、いずれ私のほうで答えさせていただいた

のはあくまでも予算で見ている補助率ということになりますので、歳入の部分につきま

しては、全体の分がまとまらなければ率のほうが出てこないということになりますので、

その辺は御了解いただきたいと思います。 

○議長（小松則明君） 東梅康悦君。 

○９番（東梅康悦君） わかりました。ぜひ来春、来期までにはでき上がってほしいなと

思っています。 

そこで、この24カ所は大きな災害ということで国の査定を受けたと。全体としては65

カ所がまず傷んだということで、残りの41カ所については恐らく国の補助金が使えない

ということになると思うんですが、そこで60万以下が国は見られないということで、60

万未満、40万ですか、40万以下の部分に対して、町としてどのような応援の仕方を考え

ているのか、支援の仕方を考えているのかというところをお尋ねしたいと思います。 

○議長（小松則明君） 産業振興部長。 

○産業振興部長（藤枝 修君） 国庫補助対象以外の災害箇所への町の対応方針というこ

とでございますけれども、今回激甚災害が指定されたことによりまして、国庫補助対象

以外の部分についても、これは国の直轄工事にはなりませんけども交付税の算入対象に

はなってございますので、ただ補助率のほうは、やはり直営事業よりは大分下がってい

ます。これも確実なことは言えませんけれども、おおよそ、例えば激甚災害の国庫補助

ですと、先ほど課長が申し上げたとおり９割強ぐらいの補助が受けられるんですが、そ

れ以外については、農地とか農業施設で異なりますけれども、７割程度ぐらいの交付金、

交付税の措置が得られるということで、その部分の残りの地元負担についてはできる限

り受益者さんの負担を軽減できるように、今財政措置含めて検討している最中でござい

ます。 

また農業災害の復旧でございますけれども、先ほど課長が答弁したとおり、なるべく

来期の作業には間に合わせたいというふうには考えてございますが、何分箇所数が相当

数多いということ。それと、また工事については、今復興工事のほうで全体的に業者さ
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んの労働力とかもかなり不足してるといった段階で、さらには年度末に向けて工事が集

中するということで、我々も最大限の努力はしますけれども、その部分については今現

実の見込みだと、恐らくは全部は間に合わないだろうというふうに見込んでおります。 

いずれにしろ、その辺は工夫をしてなるべく最小限の影響に抑えられるように頑張っ

てまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長（小松則明君） 金﨑悟朗君。 

○11番（金﨑悟朗君） 関連したことで聞きますけれども、とても難しいことだというの

はわかって言うんですけれども、例えば激甚災害に指定になったと。そういうときに、

今同僚議員が言っているんだけども、来春の農耕のときまでに間に合えばいいと、みん

なそう思っているんですよ。どこに行ってもその話はされるんですよ。でも、実際は今

言ってるように、復興のほうに土木が吸われている、いろんな事業に吸われているとい

うので人手もままならないと。そういう場合、早く手をつけてやればいいと思うんです

けども、私の言ってるのは、査定して例えば国が出してやってお金が決まると。そうい

うことではなく、激甚と例えばなったとき、なるべくなら事後処理できるような形に県

とか国に働きかけて、例えば普通の事業じゃないから、こういう災害とか何かのときは

前もってやった後、事後処理できるように県とか国に町から、行政のほうから訴えるこ

とはできないでしょうか。なるべくならそうやってもらえば、１日でも早くその災害に

遭ったところを直せると、私はそう思うんですけど、その辺についてどう思っているん

でしょうか。 

○議長（小松則明君） 産業振興部長。 

○産業振興部長（藤枝 修君） 金﨑議員御指摘の点については、我々も常日ごろ考えて

いることではございますが、査定の中でいろいろとそういったところもできる限りの配

慮を願いたいというお願いをしていますが、これについては法整備的な部分もございま

すので、我々としても精いっぱい努力していきますけれども、その限られた、決められ

た制度内でしか動けない部分もございますので、その辺については御理解いただきたい

というふうに考えております。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。 

２項土木施設災害復旧費。進行いたします。 

３項文教施設災害復旧費。進行いたします。 

25ページに入ります。15款復興費１項復興総務費。進行いたします。 
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２項復興推進費。及川 伸君。 

○10番（及川 伸君） 復興費の市街地整備費にちょっと関連して質問させていただきま

す。 

実はきょう某紙の朝刊を読んでますと、大槌の町方地区の再建意向調査によりますと、

大体70世帯ぐらい増加する予定だというような記事が出てましたが、町のほうはこれを

見てどのぐらい再建率がアップしたのか、人口がどのぐらいふえるのかというようなこ

とを推計しているのか。それから増加した理由について、どういうふうに分析している

のか。その点についてお伺いします。 

○議長（小松則明君） 総合政策部長。 

○総合政策部長（高橋新吾君） 新聞報道等で出されている部分につきましては、後ほど

全員協議会のほうで詳しくは御説明しますけども、捉え方といたしまして、やはり我々

のほうでいろいろと中心市街地の町方の活性化とか、あとは皆さんが隣近所はどういう

ふうに過ごして、あるいは再建する意向なのかということがだんだん見えてきつつある

というふうなことがうかがえる結果ではないかなと思っております。これらにつきまし

ては今後も「見える化」という形で、住民の意向とか、あるいは再建する動向を適時公

表してまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（小松則明君） 及川 伸君。 

○10番（及川 伸君） 某紙のほうの分析によると、やはり復旧が進んできたことによる

増加というような観点で見ているんだと思うんですが、であれば、なおさらやっぱり復

旧を、復興を早く進めるということと、それから情報の公開。こういう形で将来の町方

のアウトラインが、グランドデザインがこういうふうになっているんだというものを、

例えば内地に避難している人たちに提供してやるということが、まず１つ大きな原因に

なっていくのかなと、要因になっていくのかなというふうな気がするので、その辺の情

報の発信も積極的にやることが大事だと思うんです。 

それからこれは私からの提案なんですが、前私去年の３月の定例会で、質問が中途半

端になってしまいましたが、その自立再建をする人たちに、現在、給付金を町のほうは

上限200万支給すると思うんですけれども、これを山田町のような形で独自にあと200、

300万給付できないのかということを常々考えているんですが、自立再建したいという

希望者からもそういうような話を受けて、ちょっと２倍以上のお金になるので、町の財

政考えたときどうなのかなという気はしたんですけれども。確かにその永代的に町の人
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口推移を見ていくと、最終的にピーク、9,000ぐらいに人口ビジョンを町のほうは設定

しているみたいなんですが、それ以上にやっぱり持っていくということが行政の仕事じ

ゃないのかなというふうな気がして、将来やっぱり、今投資としてその自立再建する人

たちに新たに200万、300万追加することによって、自力で自宅を建てるというようなこ

とが進んでいくと、永代的に見ると固定資産税が入ってくる、住民税が入ってくるとい

うことになれば、挽回できる時期が絶対来るんじゃないのかなというような気がします

が、それについてどうでしょうか。 

○議長（小松則明君） その前に先ほどの及川議員の質問に対して総合政策部長が発した

答弁でございますが、全協での説明という話がありますけども、あくまでも議会の中が

最高的な発言の場所でございます。全協での発言という言葉は取り消し、この議会の場

で発言するようにお願いいたします。総合政策部長。 

○総合政策部長（高橋新吾君） 大変申しわけございませんでした。全員協議会のほうの

中では詳細について御説明したいと考えておりますので、発表内容につきましては新聞

報道で出されている部分が大筋の話かなと考えておるところでございます。 

○議長（小松則明君） 副町長。 

○副町長（澤舘和彦君） 質問にお答えしたいと思います。 

先ほど部長の答えた部分もなんですが、人口の見込みがふえたという部分なんですが、

前回については被災者の方々に再建意向を聞いたという部分がございました。そういっ

た中で今回は土地所有者の、地権者の方々にも聞いて、土地利用の状況も踏まえて、ど

うですかと話を聞きました。そういった部分でふえた部分。それから、あとは「見える

化」として公表しています。そういったことで、町がこうなるんだという区分を見せた

部分でそういったことが推進されてきたのかなというふうではございます。 

それから自立再建しようとする方々に対する支援と、さらなる支援という部分なんで

すが、当然その区画整理事業の補助金とか、そういった部分も満たさなきゃならないし、

それから中心市街地の活性化も図らなきゃならない。そういった部分で、誘導策を検討

していかなきゃないという部分で我々も検討してきたところです。 

本来であれば「見える化」とあわせて公表できればよかったんですが、そこまではい

かなかったんですが、今回「見える化」をブラッシュアップしたところで説明したいと

思っております。その中であわせて、それについては、具体的には区画整理地内で住宅

再建しようとする方に対しては改めて100万上乗せして出したいという部分と、それか
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らあとは土地バンクの話もいたしましたが、そういった部分で土地バンクを使って土地

を求める。そういったことは定住施策にもつながっていくし、中心市街地への誘導とい

う部分もございますので、そういった部分についても支援したいと。それで改めて金額

のほうは提示いたしたいと思います。 

○議長（小松則明君） 及川 伸君。 

○10番（及川 伸君） ありがとうございます。提案しておきながらこういう話も何です

が、もう既に自立再建を自分の力でやってしまった人たちとのバランスをやっぱりとら

なきゃまずいと思うんです。その辺についてはどういうふうな考えを持っているのかと

いうところと、それからやはり自立再建されて住宅がふえ、人口がふえていくというこ

とは、町の復興に関しては生命線になっていくと思うので、その辺を積極的にもっと違

ったタイプの施策を考えるべきだと思うんですが、それについて何か違う考え方があれ

ば。町のほうの考え方を聞きたいんですけど。 

○議長（小松則明君） 副町長。 

○副町長（澤舘和彦君） 確かに再建された方々はございます。区画整理事業地内であれ

ば、それは再建された方々には遡及したいというふうには思ってございます。まず区画

整理地内ということになりますが、今このとおり堤防もない状態で建てていただくとい

う部分もございます。それから早いうちに再建していただきたいと。それを促すという

部分がございまして、そういった部分は考えているという状況でございます。ただ、現

在はその２つを今言っているわけなんですが、そのほかにも考えていることがございま

して、それらは改めてお示ししていきたいと思っております。 

○議長（小松則明君） 町長。 

○町長（平野公三君） 私のほうからは、先ほど及川議員のほうから出ました人口の状況

はどうなのかということをはっきりと発表させていただきたいと思います。これは先般、

報告した時点は７月４日現在でありました。想定人口は985人という形で発表させてい

ただきましたけれども、これを11月末現在という形で1,135人、プラス前回よりも150人

見込んでおるという状況です。以上であります。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。 

７項復興都市計画費。進行いたします。 

８項復興用地建築費。26ページ上段まで。進行いたします。 

９項復興防災費。進行いたします。 
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質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

議案第110号平成28年度大槌町一般会計補正予算（第５号）を定めることについてを

採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

11時20分まで休憩いたします。 

休  憩       午前１１時１１分 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

再  開       午前１１時２０分 

○議長（小松則明君） 再開いたします。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

日程第 ２ 議案第１１１号 平成２８年度大槌町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）を定めることについて 

○議長（小松則明君） 日程第２、議案第111号平成28年度大槌町簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）を定めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。水道事業所長。 

○水道事業所長（田中寛之君） 補正予算書の１ページをごらん願います。 

今回の補正は、主に台風10号により被災した簡易水道施設の復旧に要する経費を補正

するものであります。 

第１表歳入歳出予算補正。歳入。 

２款国庫支出金１項国庫補助金、補正額233万円の増は、簡易水道施設災害復旧費補

助金の増であります。 

４款繰入金１項他会計繰入金、補正額197万5,000円の増は、災害復旧に伴う一般会計

からの繰入金の増であります。 

７款町債１項町債、補正額30万円の減は、災害復旧に伴う起債の減であります。 

２ページをごらん願います。歳出。 

１款総務費１項総務管理費、補正額5,000円の増は、職員の手当の増であります。 
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６款災害復旧費１項簡易水道施設災害復旧費、補正額400万円の増は、台風10号によ

り被災した水道施設の復旧に係る経費の増であります。 

３ページをごらん願います。第２表地方債補正。変更。 

起債の目的、簡易水道施設災害復旧事業、限度額、補正前220万円、補正後190万円。 

起債の方法、利率、償還の方法については補正前と同様ですので省略させていただき

ます。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。 

３ページをお開きください。第２表地方債補正。変更。進行いたします。 

６ページをお開きください。歳入。一括いたします。進行いたします。 

７ページに入ります。歳出。一括いたします。 

質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

議案第111号平成28年度大槌町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を定めるこ

とについてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

日程第 ３ 議案第１１２号 平成２８年度大槌町下水道事業特別会計補正予算（第

３号）を定めることについて 

○議長（小松則明君） 日程第３、議案第112号平成28年度大槌町下水道事業特別会計補

正予算（第３号）を定めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １ページ目をお開きください。 

第１表歳入歳出予算補正です。歳入です。 

３款国庫支出金２項国庫補助金、補正額4,500万円の増は、柾内地区雨水排水路新設

工事に係る社会資本整備総合交付金でございます。 

５款繰入金１項他会計繰入金、補正額5,417万9,000円の増は、一般会計繰入金です。 
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２項基金繰入金、補正額5,296万7,000円の増は、東日本大震災復興交付金基金繰入金

です。 

８款町債１項町債、補正額6,230万円の増は、下水道事業債です。 

２ページ目をお開きください。歳出です。 

１款下水道管理費１項下水道管理費、補正額1,922万6,000円の増は、主に雨水施設台

帳整備業務委託料と修繕料の補正によるものでございます。 

２款下水道事業費１項下水道整備費、補正額１億800万円の増は、公共下水道事業計

画変更業務委託料と柾内地区雨水排水路新設工事によるものです。 

６款復興費１項下水道整備費、補正額8,722万円の増は、一般会計11款復興費で整備

する町方地区復興整備事業業務委託料に係る一般会計繰出金でございます。 

３ページ目をお開きください。第２表繰越明許費です。追加です。 

１款下水道管理費１項下水道管理費、事業名、下水道雨水施設台帳整理業務委託料、

金額1,600万円。 

２款下水道事業費１項下水道整備費、事業名、大槌町公共下水道事業計画変更業務委

託料、800万円。事業名、柾内地区雨水排水路整備事業、金額１億1,000万円です。 

４ページ目をお開きください。第３表地方債補正です。変更です。 

起債の目的、下水道事業債、補正前の限度額７億2,350万円を、補正後は6,230万円増

額して限度額７億8,580万円に変更するものです。 

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と変更ございません。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億1,444万6,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ59億9,737万2,000円とするものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。 

３ページをお開きください。第２表繰越明許費。追加。進行いたします。 

４ページ。第３表地方債補正。変更。進行いたします。 

７ページをお開きください。歳入。一括いたします。進行いたします。 

８ページをお開きください。歳出。一括いたします。進行いたします。 

質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

議案第112号平成28年度大槌町下水道事業特別会計補正予算（第３号）を定めること
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についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

日程第 ４ 議案第１１３号 平成２８年度大槌町漁業集落排水処理事業特別会計補

正予算（第２号）を定めることについて 

○議長（小松則明君） 日程第４、議案第113号平成28年度大槌町漁業集落排水処理事業

特別会計補正予算（第２号）を定めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １ページ目をお開きください。 

第１表歳入歳出予算補正です。歳入です。 

５款繰入金１項他会計繰入金、補正額７万円の増は、一般会計繰入金で、岩手県人事

委員会勧告に基づく人件費の補正によるものです。 

２ページ目をお願いします。歳出です。 

２款漁業集落排水処理事業費１項漁業集落排水処理施設整備費、補正額７万円の増は、

人件費の補正によるものです。 

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万円を追加し、歳入歳出予算総額を

歳入歳出それぞれ18億5,640万5,000円とするものです。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。 

５ページをお開きください。歳入。一括いたします。進行いたします。 

６ページをお開きください。歳出。一括いたします。進行いたします。 

質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

議案第113号平成28年度大槌町漁業集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号）を

定めることについてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 
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○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

日程第 ５ 議案第１１４号 平成２８年度大槌町介護保険特別会計補正予算（第２

号）を定めることについて 

○議長（小松則明君） 日程第５、議案第114号平成28年度大槌町介護保険特別会計補正

予算（第２号）を定めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。民生部長。 

○民生部長（千田邦博君） それでは、お手元の議案書１ページ目をお開き願います。 

説明につきましては款、項、補正額、それと増減の理由の順で御説明させていただき

ます。 

第１表歳入歳出予算補正の歳入について申し上げます。 

１款保険料１項介護保険料、７万円の増は、現年度分特別徴収保険料の増によるもの

でございます。 

３款国庫支出金２項国庫補助金、９万2,000円の増は、現年度分地域支援事業交付金

の増によるものでございます。 

４款支払基金交付金１項支払基金交付金、４万7,000円の増は、現年度の介護給付費

交付金、地域支援事業交付金の増によるものでございます。 

５款県支出金３項県補助金、４万6,000円の増は、地域支援事業交付金の増によるも

のでございます。 

７款繰入金１項一般会計繰入金、21万1,000円の増は、介護保険給付費繰入金、地域

支援事業繰入金の増によるものでございます。 

続きまして２ページ目の歳出でございます。 

４款地域支援事業費１項介護予防事業費、17万1,000円の増は、介護予防事業費の人

件費の増によるものでございます。 

２項包括的支援事業・任意事業費、13万円の増は、包括的・継続的ケアマネジメント

支援事業費の人件費の増によるものでございます。 

５款介護予防支援事業費１項介護予防支援事業費、16万5,000円の増は、介護予防支

援事業費に係る人件費の増によるものでございます。 

以上、御説明は終わります。よろしく御審議のほどお願いいたします。 
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○議長（小松則明君） 質疑に入ります。 

５ページをお開きください。歳入。 

１款保険料１項介護保険料。進行いたします。 

３款国庫支出金２項国庫補助金。進行いたします。 

４款支払基金交付金１項支払基金交付金。進行いたします。 

５款県支出金３項県補助金。進行いたします。 

６ページをお開きください。 

７款繰入金１項一般会計繰入金。進行いたします。 

７ページに入ります。歳出。 

４款地域支援事業費１項介護予防事業費。進行いたします。 

２項包括的支援事業・任意事業費。進行いたします。 

５款介護予防支援事業費１項介護予防支援事業費。進行いたします。 

質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

議案第114号平成28年度大槌町介護保険特別会計補正予算（第２号）を定めることに

ついてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

日程第 ６ 議案第１１５号 平成２８年度大槌町水道事業会計補正予算（第１号）

を定めることについて 

○議長（小松則明君） 日程第６、議案第115号平成28年度大槌町水道事業会計補正予算

（第１号）を定めることについてを議題といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。水道事業所長。 

○水道事業所長（田中寛之君） 補正予算書の１ページをごらん願います。 

第１条、平成28年度大槌町水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

第２条、平成28年度大槌町水道事業会計予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予
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定額を次のとおり補正する。 

収入。 

第１款資本的収入、補正予定額921万円の増、計20億1,879万6,000円。 

第１項企業債、補正予定額590万円の減は、小鎚老朽管更新工事等の財源内訳変更に

伴う減額であります。 

第２項補助金、補正予定額620万円の増は、小鎚老朽管更新工事等の財源内訳変更に

伴う増額であります。 

第４項負担金、補正予定額391万円の増は、消火栓設置工事に伴う負担金の増額であ

ります。 

第５項工事負担金、補正予定額500万円の増は、白銀浄水場施設機械・電気設備工事

の財源内訳変更に伴う一般会計負担金の増額であります。 

支出。 

第１款資本的支出、補正予定額921万円の増、計21億7,248万7,000円。 

第１項建設改良費、補正予定額391万円の増は、吉里吉里地区消火栓設置工事による

増額であります。 

第４項繰出金、補正予定額530万円の増は、東日本大震災災害復旧工事に係る繰出金

の増額であります。 

第３条、予算第５条に定めた企業債について次のとおり改める。 

起債の目的、配水施設整備事業、限度額、補正前7,990万円、補正後6,870万円。 

公営企業災害復旧事業、限度額、補正前１億6,140万円、補正後１億6,670万円。 

起債の方法、利率、償還の方法については補正前と同様ですので省略させていただき

ます。 

第４条、予算第９条に定めた一般会計からこの会計へ補助を受ける金額２億1,531万

3,000円を２億3,042万3,000円に改める。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。 

２ページをお開きください。第３条企業債。進行いたします。 

３ページをお開きください。 

資本的収入及び支出。収入。進行いたします。 

支出。５ページをお開きください。 
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平成28年度大槌町水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書。６ページまで。進行

いたします。 

７ページをお開きください。平成28年度大槌町水道事業会計予定損益計算書。８ペー

ジまで。進行いたします。 

９ページをお開きください。平成28年度大槌町水道事業予定貸借対照表。11ページま

で。進行いたします。 

12ページに入ります。資本的収入及び支出。 

１款資本的収入１項企業債。進行いたします。 

２項補助金。進行いたします。 

４項負担金。進行いたします。 

13ページをお開きください。５項工事負担金。進行いたします。 

支出。 

１款資本的支出１項建設改良費。進行いたします。 

４項繰出金。進行いたします。 

質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

議案第115号平成28年度大槌町水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについ

てを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

暫時休憩いたします。 

休  憩       午前１１時４２分 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

再  開       午前１１時５５分 

○議長（小松則明君） 再開いたします。 

追加議事日程についてお諮りいたします。 

ただいま議案７件、請願審査報告１件及び閉会中の継続審査１件が追加提出されまし

た。 
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会議規則第22条の規定により、これを日程に追加し議題といたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議なしと認めます。よって、日程に追加し議題とすることに決

定いたしました。 

午後１時10分まで休憩いたします。 

休  憩       午前１１時５６分 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

再  開       午後 １時１０分 

○議長（小松則明君） 再開いたします。 

次の議案について、地方自治法第117条の規定により、12番、阿部義正君の退席を求

めます。 

 （阿部義正君退場） 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ４ 議案第１１９号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第４、議案第119号工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

ただいま議題に供されました議案について、当局から提案理由の説明を求めます。総

務部長。 

○総務部長（三浦大介君） 平成28年第４回大槌町議会定例会における追加議案１件につ

きまして、提案理由を申し上げます。 

議案第119号工事請負契約の締結については、町道大ケ口線大柾橋架替（下部工）工

事に係る契約であります。 

以上、提案理由を申し上げました。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 次に、内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １.契約の目的、町道大ケ口線大柾橋架替（下部工）工事。 

２.契約の方法、随意契約。 

契約の金額、５億1,840万円。 

４.契約の相手方、岩手県盛岡市加賀野二丁目８番15号東野建設工業株式会社 代表

取締役 東野 久晃です。 
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次のページをお開きください。 

仮契約は平成28年12月８日に行っております。 

随意契約理由は、地方自治法施行令第167条の２第１項第８号、競争入札に付し入札

者がいないとき、または再度の入札に付し落札者がないときです。 

次に、参考資料をお開きください。 

工事場所、上閉伊郡大槌町大槌地内。 

工事期間は、今回の議案が可決された日の翌日から平成30年７月１日まで。 

実施理由、社会資本整備総合交付金事業（復興枠）を活用し、大柾橋のかけかえ工事

を実施するものです。 

施工概要は、逆Ｔ式橋台２基、場所打杭基礎１式。壁式（小判型）橋脚１基、同じく

場所打杭基礎１式。旧橋撤去、橋長84.0メートル、幅員4.8メートル。上下水道管仮移

設。仮設道路、大ケ口側延長77.2メートル、幅員４メートル。県道側延長14.2メートル、

幅員４メートル。仮橋、橋長71メートル、幅員４メートル。上下水道管仮添架。上水道

仮給水管工、給水管延長179.9メートル。下水道仮管路工、管路延長257.0メートル。機

械設備工、マンホールポンプ１カ所。電気設備工、引込柱、制御盤１式。 

全体平面図を添付してます。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。（「なし」の声あり）質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

これより、議案第119号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

ここで、阿部義正君の除斥を解きます。 

 （阿部義正君入場） 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 １ 議案第１１６号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ２ 議案第１１７号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ３ 議案第１１８号 工事請負契約の締結について 
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  追加日程第 ５ 議案第１２０号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ６ 議案第１２１号 工事請負契約の締結について 

  追加日程第 ７ 議案第１２２号 財産の取得について 

○議長（小松則明君） 追加日程第１、議案第116号工事請負契約の締結から追加日程第

７、議案第122号財産の取得についての６件を一括議題といたします。 

ただいま議題に供されました議案について、当局から提案理由の説明を求めます。総

務部長。 

○総務部長（三浦大介君） 平成28年第４回大槌町議会定例会における追加議案６件につ

きまして、一括で提案理由を申し上げます。 

議案第116号工事請負契約の締結については、第３分団第１・２部消防屯所建設工事

に係る契約であります。 

議案第117号工事請負契約の締結については、（仮称）御社地エリア復興拠点施設建

設工事に係る契約であります。 

議案第118号工事請負契約の締結については、沢山地区（第２工区）雨水排水路整備

工事に係る契約であります。 

議案第120号工事請負契約の締結については、大槌町浪板地区、吉里吉里地区、赤浜

地区、安渡地区及び小枕・伸松地区ほか第１期工事に係る変更契約であります。 

議案第121号工事請負契約の締結については、大槌町浪板地区、吉里吉里地区、赤浜

地区、安渡地区及び小枕・伸松地区ほか第２期工事に係る変更契約であります。 

議案第122号財産の取得については、大槌町防災集団移転促進事業造成地（沢山地区

Ａ団地）に係る土地の取得であります。 

以上、一括で提案理由を申し上げました。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 １ 議案第１１６号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第１、議案第116号工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。総務部長。 

○総務部長（三浦大介君） 議案第116号工事請負契約の締結について御説明申し上げま

す。 

契約の目的は、第３分団第１・２部消防屯所建設工事。 



179 

 

契約の方法は、指名競争入札。 

契約の金額は、6,045万8,400円。 

契約の相手方は、岩手県上閉伊郡大槌町小鎚第26地割15番地小笠原建設 小笠原 政

人であります。 

次ページ、資料をごらんください。 

仮契約年月日は平成28年11月29日。 

指名業者は列記のとおりでございます。 

工事概要は、別添参考資料をごらん願います。 

工事場所は、大槌町吉里吉里７街区地内。 

工事期間は本契約の翌日から平成29年３月31日まで。 

実施理由は、東日本大震災津波により被災した吉里吉里地区における消防屯所を災害

復旧事業として整備するものであります。 

施工概要ですが、建築面積が129.87平方メートル、延床面積は205.11平方メートル。

構造・階数につきましては、木造２階建てとなります。 

なお、位置図及び配置図、敷地現況図を添付しておりますのでごらん願います。 

以上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。東梅 守君。 

○７番（東梅 守君） 第３分団第１・２部の消防屯所の建設に入るということで、大変

喜ばしいことと思っております。 

ただこの説明資料の中に、これ２階建てとなっているんですが、１階の平面図しかな

いんですが、２階の部分がどうなってるか説明をお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 消防課長。 

○消防課長（柏舘正之君） 質問にお答えします。２階のほうは詰所というか待機室とな

っております。フロアになっておりますので、皆さん集まって話をしたりできるように

なっております。以上です。 

○議長（小松則明君） 東梅 守君。 

○７番（東梅 守君） ということは、２階部分はもう設備等はなく、ただ広い広間とい

うふうに考えてよろしいでしょうか。 

○議長（小松則明君） 消防課長。 

○消防課長（柏舘正之君） 特に大きな設備はありませんけど、２階から出たところに半
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鐘とかついていて、もし何かあったときにはかんかんと鳴らすような形になっておりま

す。 

○議長（小松則明君） 金﨑悟朗君。 

○11番（金﨑悟朗君） これ見て感じたことは、建物図面はやっぱり２階部分も出してほ

しいと。 

それと最近この工事請負が結構あるんだけども、請負の一覧が配付にならない。あと

は請負率がどのくらいなものだかもわからない。なるべくならその辺まで提示してもら

ったほうが親切だと思いますが、どうですか。 

○議長（小松則明君） 財政課長。 

○財政課長（岡本克美君） 請負の状況でございますが、こちらにつきましては議会のほ

うに報告しております。 

それから請負率でございますが、これは再三議会のほうでもお問い合わせいただいて

おりますが、この議場の場でお問い合わせていただいておりますが、予定価格を示すこ

とになりますので、あくまでも議決をいただいてから予定価格を示すというふうになっ

ております。以上でございます。 

○議長（小松則明君） 金﨑悟朗君。 

○11番（金﨑悟朗君） 財政課長、議会のほうに渡してましたか。ここ最近見なかったか

ら聞きました。以上です。 

○議長（小松則明君） 配布済みだということなので確認を、事務局も議員各位も確認し

ていただければ。財政課長。 

○財政課長（岡本克美君） 申しわけございません。配布はしておりますが、ちょっと議

案を見ていただければあれですが、今回の場合は入札が執行できましたが、不落随契に

なっていることがございます。そうなるとまとめて公表している場合もございますので、

今回の案件全てが皆さんの手元に行くというわけではございませんので、その点は御了

承願いたいと思っています。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

これより、議案第116号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 
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○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ２ 議案第１１７号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第２、議案第117号工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。総合政策部長。 

○総合政策部長（高橋新吾君） それでは、議案第117号工事請負契約の締結につきまし

て御説明申し上げます。 

契約の目的につきましては、（仮称）御社地エリア復興拠点施設の建設工事でござい

ます。 

契約の方法は随意契約です。 

契約金額につきましては、11億6,877万6,000円となっております。 

契約の相手方ですが、前田・近代・中居・ＴＯＣ異業種特定建設共同企業体 共同企

業体代表者 宮城県仙台市青葉区二日町４番11号前田建設工業株式会社東北支店 執行

役員支店長 五十嵐 勝美でございます。 

次ページをごらんください。 

仮契約年月日は12月８日となってございます。 

見積もり業者につきましては同企業体でございます。 

随意契約理由でございますが、地方自治法施行令第167条の２第１項第２号、不動産

の買入れまたは借入れ、普通地方公共団体が必要とする物品の製造、修理、加工または

納入に使用させるため必要な物品の売払いその他の契約でその性質または目的が競争入

札に適しないものをするときでございます。 

工事概要につきましては別添資料をごらん願います。 

工事場所ですが、上閉伊郡大槌町末広町地内。 

工事期間は、契約日から平成30年２月28日までとなっております。 

実施理由でございますが、東日本大震災津波により被災した御社地ふれあいセンター

及び大槌町立図書館等を復興拠点施設整備事業及び災害復旧事業により複合施設として

整備するものでございます。 

施工概要でございますが、建築面積1,203.79平方メートル、延床面積2,216.99平方メ
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ートル、構造及び階数は木造３階建てとなってございます。 

次ページに完成イメージ図を添付してございます。 

よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 前議案のときには私も３分団の団員なのであれでしたが、分団と

も非常に協議を重ねていただいて、充実した図面になっているということをあえて申し

上げたいと思います。御協力ありがとうございましたということと、あとその関連でい

くと、やはりこのイメージパースだけでは、我々は審議するときに経過報告の中でいろ

いろ聞いてます。一般質問でも言ったとおりここが震災伝承の写真展だったりなんだり

という話は過去にも聞いてましたけれども、いよいよこれが契約となるわけですので、

そこら辺が、最終的な図面がこうなったというのはちょっと説明が不足しているのでは

ないかなというようなことだと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

それと工事期間ですが、30年の２月ということで29年度にもう完成すると。もうあと

１年３カ月ですか、完成するということで、これは繰越明許を前提としているものなの

か。本当にもう30年の２月で完成を予定しているのかということについて確認をさせて

ください。 

○議長（小松則明君） 財政課長。 

○財政課長（岡本克美君） 図面の件に関しましては大変申しわけございませんでした。

先月の全員協議会でもこの件、工事費が確定したということで、図面のほうは１、２、

３階ということで３枚つけた経過がございましたので、わらわらとつけるのがいいこと

かどうかということもあったものですから、大変失礼いたしました。今回のパース図面

についてはこれまでの説明資料にない、こっちの県道側から見たパース図面をあえてつ

けさせていただきました。以後、この契約案件につきましては、先ほど東梅 守議員か

らの御指摘もあったように全階の、全部の階の図面をつけるようにいたします。 

それから先ほどの一般会計の補正予算でございますが、その中に御社地復興拠点、こ

の工事の繰越明許費と、それから債務負担を設定しております。２カ年で実施するとい

う予定で今実施を予定しております。 

○議長（小松則明君） 芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 今定例会の、何て言うのかな、たまたまなのかもわかりませんけ

ど、やはりその全協という会議の位置づけと定例会、本会議の位置づけというものを、
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やはり我々議員もそうなんですけれども、当局もその重みというか、そのグレード、ス

テージというものをきちっと把握していただきたい。やはり本会議に初めて提案になっ

て、議事録資料というものが完成されるというのが議会のあり方だと思いますので、本

会議がある意味全てではないかなというふうに思いますので、今後よろしくお願いした

いと思います。あえて申し上げました。 

○議長（小松則明君） 当局側、私もそうだと思っております。それについて答弁があれ

ば。総務部長。 

○総務部長（三浦大介君） 今の御指摘のとおりでございます。その辺の認識を持って対

応してまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

これより、議案第117号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ３ 議案第１１８号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第３、議案第118号工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １.契約の目的、沢山地区（第２工区）雨水排水路整備工事。 

２.契約の方法、随意契約。 

３.契約の金額、１億1,016万円。 

４.契約の相手方、宮城県仙台市青葉区大町二丁目８番33号西松建設株式会社東北支

店 支店長 菅原 秀明です。 

次のページをお開きください。 

仮契約は平成28年12月８日に行っております。 

随意契約理由、地方自治法施行令第167条の２第１項第８号、競争入札に付し入札者

がいないとき、または再度の入札に付し落札がないときでございます。 
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次に参考資料をお開きください。 

工事場所、上閉伊郡大槌町沢山地内。 

工事期間は、今回の議案が可決された日の翌日から平成29年３月31日まで。 

実施理由、沢山地区の三陸沿岸道路建設に伴い、雨水排水路を整備し、生活環境の向

上を図るため、復興交付金事業により実施するものです。 

施工概要は、樋門、樋管本体工１カ所。ボックスカルバート工、内法1,100ミリメー

トル掛ける1,100ミリメートル、58.5メートル。 

位置図を添付してございます。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） 高校の雨水対策、急いでという思いでおりまして、やっと始まる

ようですけども、ここの「だぁすこ」の旧農協施設が冠水して、２度冠水したわけなん

ですけども、その排水等々、この図面だけではわからないんですが、どのようになって

いるかお願いします。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 平面図が少し小さくて申しわけありませんけども、旧わ

さび工場があったところが、この「ＪＡだぁすこ」と書いたところのすぐ下のところに

なります。丸が２つありまして、右側の丸のほうでございますけども、大槌消防署から

源水大橋を越えてローソンのほうに向かっているこの交差点部分ですけども、ここに太

線が横断されていると思うんですが、ここのところでわさび工場のところからの排水を

取り込むような形で、「だぁすこ」の横、県道大槌小国線の際を通って、そこのところ

についての施工は昨年度完了しておりますけども、最終的な、丸のもう１カ所のところ

である大槌川の排水で樋門を設置しまして、フラップゲートになりますけども、そちら

のほうで排水をかけるといった計画になってございます。 

○議長（小松則明君） 阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） それでフラットの部分が今砂利で埋まった状態なわけですけども、

その砂利取り等も含めていますか。それはそれでまた別になるわけなんですか。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 済みません、砂利というのはどこの場所ですか。 

○８番（阿部俊作君） 河川に出るフラップゲート。 
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○復興推進課長（中野智洋君） こちらは県管理河川になっていますので、県のほうにお

願いしようというふうに考えておりました。 

○議長（小松則明君） 阿部俊作君。 

○８番（阿部俊作君） フラップゲートはできていた。サイズがもうちょっと大きくなる

のかなと思ったんですけど、今あるフラップゲートにつながる形になるわけですね。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） いえ、フラップゲートのほう、今既設のものですけども、

そちらのほうだと能力不足になりますので、今回新設をかけるといった形になっており

ます。また、ボックスカルバートの矩形渠の断面が1,100掛ける1,100と大型になります

ので、それに見合ったようなサイズのフラップゲートを設置するといったことになりま

す。（「わかりました」の声あり） 

○議長（小松則明君） 進行いたします。質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

これより、議案第118号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ５ 議案第１２０号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第５、議案第120号工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １.契約の目的、大槌町浪板地区、吉里吉里地区、赤浜地区、

安渡地区及び小枕・伸松地区他第１期工事。 

２.契約の相手方、前田・日本国土・日特・パスコ応用地質大槌町浪板地区、吉里吉

里地区、赤浜地区、安渡地区及び小枕・伸松地区他復興整備事業共同企業体 共同企業

体代表者 宮城県仙台市青葉区二日町４番11号前田建設工業株式会社東北支店 執行役

員支店長 五十嵐 勝美です。 

今回変更する議決事項は、契約金額でございます。変更前の契約金額224億2,101万



186 

 

1,380円を、７億3,878万3,570円増額して231億5,979万4,950円に変更しようとするもの

です。 

次のページをお開きください。 

仮契約は平成28年12月５日に行っております。 

次に、参考資料をお開きください。 

変更理由は、詳細設計が完了した一部事業について、設計成果に基づき事業費を変更

するものです。それぞれの事業の詳細設計成果による変更の増減額は表のとおりでござ

います。 

対象範囲を示した位置図を添付してございます。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 非常に広範囲で、町方以外のところで管理ＣＭｒさん、施工ＣＭ

ｒさん一生懸命頑張っていただいてます。ちょっと聞きたいのは最近の作業員、人員の

確保の状況と、現在のおくれはおくれとしても、工事の進捗状況についてお聞かせくだ

さい。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 作業員の確保の状況でございますけども、やはり地元だ

けではなかなか回らないという状況になってきておりまして、県外のほうからも今動員

をかけているといった状況になっております。発注の金額ベースでいきますと、地元に

ついては大体４割ほど。残りの６割は県内ないし県外といったような状況になってござ

います。 

また工事の進捗状況ですけども、浪板地区につきましては漁集のほうも全て、防集と

あわせて完成して、あとは道路事業が残るのみといったような状況になってございます。 

また、吉里吉里地区につきましては、防集事業については全て完了しておりまして、

区画整理のほうについても一部使用収益が開始されております。残りの区画整理につい

ては来年度末までには完了させるといった工程で今進めているところであります。 

赤浜地区ですけども、赤浜地区につきましても一部防集団地については供用開始をし

ておりまして、区画整理のほうについても一部使用収益が開始されたところです。残り

の区画整理ないし防集につきましては、北側斜面と言われている団地につきましては再

来年度まで入るおそれがありますけども、その他の地区につきましては来年度中にほぼ
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ほぼ完了するといった見込みで進んでおります。 

続きまして安渡地区でございますけども、安渡地区につきましても防集については一

部地区について供用開始を昨日行わさせていただきました。区画整理についても、今、

使用収益の開始のほうの手続を進めているところで、古学校団地等々も含めて来年度末

までには完成させたいなということで進めているところです。 

小枕ですけども、小枕団地についてはもう供用開始を進めておりまして、宅地の建築

工事のほうも半分ぐらい着工しているというふうに聞いております。 

管理ＣＭｒ、復興ＣＭｒ、その町方以外の地区についての進捗状況につきましては以

上となっております。 

○議長（小松則明君） 芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 今紹介していただいたとおり、もうほとんど終盤戦に来て、29年

度がほとんどピークで、ほぼ29年度で終わるということは本当にいいことだと思います。

ただ、以前からも話が出てるとおり、作業員が少ない中でやはり工期を守らなければな

らないという責務はあるものの、現場レベルの話で申し上げますとどうしても間に合わ

せたい気持ちと、その現場作業員も、工程どおりにきょうも10人あしたも10人といけば

いいんだけれども、なかなかその工程どおりにいかない。そうすると、どうしてもその

作業員がバッティングしたり、それが結果的に工事の進捗の不具合を起こしたりという

話も聞きますが、こういう工事の工程管理であったり、現場の労務の順調な推移とかと

いうのは町がどの程度関与してますでしょうか。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 基本的に大きな枠としては、大槌復興ＣＭｒ、町方以外

の施工するＣＭさんのほうのマネジメントでもって図っているところです。それを管理

ＣＭｒのほうでしっかりと施工管理、品質管理、工程管理、こちらを行っております。

毎週木曜日ですけども、本日もあるんですが、町のほうも関与してそれらの管理を毎週

確認する会議を行っております。また、定期的にですけども、ＵＲさんの技術支援とい

うものを受けておりまして、そちらのほうの観点からも支援をいただいているといった

状況になってございます。 

○議長（小松則明君） 芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 現場の作業員さんのレベルの話でいきますと、どうしても上から

物が流れてきたり指示命令で動いたりとしたときに、どうしてもしわ寄せが一番末端の
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請負業者さんに行くきらいがあると思います。上のほうの責任でこの日までには上げた

いと。それでなくてもおくれて住民も困っているのでというのもわかります。ただ29年

度がもうあらあら完成する時期で、ここ終盤戦のときに復興している町の中で、完成し

たけれどもやっぱり地盤が落ちたとか、ふぐあいがあったとかとなれば本末転倒な話な

ので、この終盤戦をより気をつけながら、現場の作業員さんたちも就労環境等もあって、

一部話に聞くと他県から来た人も引き上げたという話もありますからね。そういう意味

では現場ときちっと話をしながら工事が順調に進むように。この終盤戦で事故が起こっ

ても嫌なものだし、事故が起きたときに家を建ててくださいといってもなかなかそれも

嫌なものなので、そこら辺、最後がやっぱりおさまりが悪いと不快な思いをしますので、

そういう意味ではそろそろ終わるからではなくて、終わるからこそ町がきちっと工程管

理もして現場が快く作業ができるように、早く住民さんに土地がいくようにしていただ

きたいと思います。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 議員がおっしゃるとおり事故があってはなりませんので、

その辺の工程管理、品質管理、そちらが一番肝要かと思います。また、実際の現場の作

業のほうについても手戻りが起こらないように、最終的な確認をするのは町なものです

から、おさまりぐあいとかを確認するのは町のほうになってくるといったつもりで今ま

でも施工してきておりました。 

今後そこら辺を引き締めて、実際の現場のほう、それから町のほうで関与できるもの、

それらをあわせてしっかりと現場管理をしていきたいなというふうに考えております。 

○議長（小松則明君） 及川 伸君。 

○10番（及川 伸君） この事業費に関して、増減理由が詳細設計によるものということ

で記載されているわけなんですが、金額の幅を見ますと、この資料にあるとおり大きい

ものでは４億。それから小さいものでは2,000万ですか。この幅は余りにも大きいので、

この辺の評価の仕方を当局のほうはどういうふうに見ているのかと、素朴な疑問として

お伺いしておきます。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 今回のＣＭ方式というのはファストトラック方式を採用

しておりまして、調査・測量しながら設計をする、設計をしながら施工するといった方

法をとっております。 
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当初の契約、一番最初の、当初の契約の段階ではある一定の条件を設定しまして、そ

れでもって設計・積算を起こして、プロポーザルでもって発注をかけております。そう

いった中で設計が仕上がってくることによって、例えば当初は擁壁がなかったところに

擁壁がついたりとか、もしくは事業費の削減を図るために、擁壁ができそうだったとこ

ろをフォーメーションを変えることによって擁壁ができないようにしたりとか、そうい

った工夫をしたりとか、その詳細設計がまだ全部仕上がったわけではないんですけども、

できたところから今精査をかけて変更をかけていっているといったことになります。 

今後の詳細設計の見込みでございますけども、３月までには設計を完了させまして、

インセンティブ基準価格を再設定したいというふうに考えております。インセンティブ

基準価格というのは、あくまでもその現在契約している金額のことを示すんですけども、

そちらをかっちりと固めたいと。それでもってその中で原価管理をしていきたいという

ふうに考えてございます。 

○議長（小松則明君） 及川 伸君。 

○10番（及川 伸君） そうしますと、今後また詳細設計がさらに加わって、また補正が

かかるというようなことはあり得ますか。 

○議長（小松則明君） 復興推進課長。 

○復興推進課長（中野智洋君） 議員おっしゃるとおり、詳細設計が完全に仕上がるまで

はまだ変更のほうは発生するというふうに見込んでおります。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

これより、議案第120号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ６ 議案第１２１号 工事請負契約の締結について 

○議長（小松則明君） 追加日程第６、議案第121号工事請負契約の締結についてを議題

といたします。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 



190 

 

○復興局長（那須 智君） １.契約の目的、大槌町浪板地区、吉里吉里地区、赤浜地区、

安渡地区及び小枕・伸松地区他第２期工事。 

２.契約の相手方、前田・日本国土・日特・パスコ応用地質大槌町浪板地区、吉里吉

里地区、赤浜地区、安渡地区及び小枕・伸松地区他復興整備事業共同企業体 共同企業

体代表者 宮城県仙台市青葉区二日町４番11号前田建設工業株式会社東北支店 執行役

員支店長 五十嵐 勝美です。 

今回変更する議決事項は、契約金額でございます。変更前の契約金額９億9,985万

7,520円を、4,844万7,720円増額して10億4,830万5,240円に変更しようとするものです。 

次のページをお開きください。 

仮契約は平成28年12月５日に行っております。 

参考資料をごらんください。 

変更理由は、詳細設計が完了した一部事業について、設計成果に基づき事業費を変更

するものです。 

対象範囲を明示した位置図を添付しております。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。（「なし」の声あり）質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

これより、議案第121号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ７ 議案第１２２号 財産の取得について 

○議長（小松則明君） 追加日程第７、議案第122号財産の取得についてを議題といたし

ます。 

提案理由の説明が終了しておりますので、直ちに内容説明を求めます。復興局長。 

○復興局長（那須 智君） １.取得する土地、上閉伊郡大槌町大槌第23地割地内。 

２.地積、6,258.04平方メートル。 

３.取得金額、３億4,617万7,266円。 
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４.取得の目的、大槌町防災集団移転促進事業造成地（沢山地区Ａ団地）。 

５.契約の相手方、盛岡市長田町６番２号アバンサールｉ岩手県土地開発公社 理事

長 松岡 博です。 

位置図と詳細図を添付しております。 

以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（小松則明君） 質疑に入ります。東梅 守君。 

○７番（東梅 守君） ここの沢山地区のＡ団地。ここを希望している方たちにとっては

１日も早い住宅再建ということで喜ばしいと思います。ただこの図面、詳細な図面の中

の公園と緑地の違いを教えてほしいのですか。 

○議長（小松則明君） 都市整備課長。 

○都市整備課長（渡邊圭祐君） この色分けしております公園部分、緑地部分というふう

になっておるんですけれども、この緑地部分は非常に地形が不整形の形をして、のり面、

平地部分が少ないということで、基本的に植栽を植えて緑地にしていく予定です。公園

部分につきましては、整形の形、フラットな部分が多いので、ここを公園という位置づ

けにしております。 

○議長（小松則明君） 東梅 守君。 

○７番（東梅 守君） この面積を見ると約70坪ぐらいあるのかなというふうに見ている

んですが、やっぱり高台に住宅再建を希望する方にとっては、本来であれば１つの区画

でも住宅再建用地にしたほうがよかったのではないのかなというふうに考えるわけです

けども、傾斜があって無理というのであればわかるんですが、下の位置の公園というと

ころでしょうか、その辺になると、これも住宅用地になり得るのではないかと思うんで

すが、その辺の考え方は、どのように考えて公園としたのかお尋ねいたします。 

○議長（小松則明君） 都市整備課長。 

○都市整備課長（渡邊圭祐君） この公園の予定地部分、実は当初宅地ということで想定

して用地買収を公社のほうでやっておりました。実は施工していく段階で地盤が非常に

悪いということがわかりまして、その対策工事等も検討したんですけれども、費用面、

それから金利への影響等を考慮すると、ここを強引に宅地にするのが非常に難しいとい

うことになりまして、ここは公園という形にしております。 

○議長（小松則明君） 進行いたします。質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 
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これより、議案第122号財産の取得についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ８ 請願審査報告 

○議長（小松則明君） 追加日程第８、請願審査報告を議題といたします。 

請願第３号柾内地区集会所設置に関する請願について、総務教民常任委員長の報告を

求めます。 

芳賀 潤委員長、御登壇願います。 

○総務教民常任委員会委員長（芳賀 潤君） それでは請願審査結果報告を申し上げます。 

請願第３号柾内地区集会所設置に関する請願について審査結果を報告いたします。 

本請願については、今期定例会において付託されておりましたが、12月６日に委員会

を招集し、審査いたしました。 

柾内地区には、震災前からの住民に加え、災害公営住宅へ入居された住民、また、新

たに住宅再建し移り住まれた住民など、地区内の人口は増加し、それと同時に高齢の

方々も急増しております。このような現状から、地域コミュニティー形成の場として集

会所のニーズが高まっています。 

復興まちづくりの観点から、柾内地区への集会所設置が急務であるとの認識に立ち、

委員会はこれを採択することと決定しました。 

審査結果につきましては、請願審査報告書のとおりでございますので、よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（小松則明君） お諮りいたします。 

本案は付託案件でありますので、質疑を終結したいと思いますが、これに御異議ござ

いませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議ありませんので質疑を終結いたします。 

討論に入ります。（「なし」の声あり）討論を終結いたします。 

請願第３号柾内地区集会所設置に関する請願についてを採決いたします。 
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本請願は委員長報告のとおり採択に決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本請願は採択と決定いたしました。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第 ９ 閉会中の継続審査申出書 

○議長（小松則明君） 追加日程第９、閉会中の継続審査申出書を議題といたします。 

総務教民常任委員長から請願第１号若者も高齢者も安心できる年金制度の実現を求め

る請願について、閉会中の継続審査の申し出がありました。 

お諮りいたします。 

委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議なしと認めます。よって、委員長からの申し出のとおり、閉

会中の継続審査にすることに決定いたします。 

暫時休憩いたします。 

休  憩       午後１時５７分 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

再  開       午後２時０７分 

○議長（小松則明君） 再開いたします。 

追加議事日程についてお諮りいたします。 

ただいま発議案１件が追加提出されました。 

会議規則第22条の規定により、これを日程に追加し議題といたしたいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 御異議なしと認めます。よって、日程に追加し議題とすることに

決定いたしました。 

―――――――――――――――――― ○ ――――――――――――――――――  

  追加日程第１０ 発議案第２号 柾内地区集会所設置を求める要望書（案）の提出に

ついて 

○議長（小松則明君） 追加日程第10、発議案第２号柾内地区集会所設置を求める要望書

（案）の提出についてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。芳賀 潤君。 

○13番（芳賀 潤君） 発議案第２号の提案理由の説明を行います。お手元の資料をごら

んいただきたいと思います。 

柾内地区集会所設置を求める要望書（案）でございます。中段より後段、提案の趣旨

というあたりからごらんいただきたいと思います。 

発議案第２号柾内地区集会所を求める要望書（案）の提出について、提案理由の説明

をいたします。 

本件につきましては、今期定例会において請願第３号として提出され、先ほど本会議

において採択されましたことから、要望書を提出することにいたしました。 

提案の趣旨は、先ほど請願審査結果報告で申し上げたとおりでありますが、さらにつ

け加えることは、震災後に町内各所に集会所が設置されておりますが、いまだ整備が進

捗していない地域もあります。 

さらに、請願を行えば、それが実行に移されるであろうという希望的観測を持たれる

ことは、町財政の視点からも決して好ましいとは言えません。 

ハード整備とその後の運営に関しては、すべからく公的に頼るのではなく、自助・共

助の力を大いに発揮してもらえるような新たな制度設計をすることも急務であります。

建設後の維持費をどう負担するのかの課題、また、今まで公に頼らず自力で集会所等を

建設し運営してきた実態もありますし、自治会もあります。 

しかし、それらについても老朽化が進んでいるという状況になっているなど、公平で

あるためのある一定のルールづくりを同時に進めることで、より一層のコミュニティー

醸成がなされ、自立した自治会活動を目標として、町がその一部を助けるといった本来

の自治会活動のあり方を期待するものです。 

ついては、今回発議として、要望書の提出について御賛同賜りますようよろしくお願

いを申し上げます。以上です。 

○議長（小松則明君） お諮りいたします。 

本案につきましては議会運営委員会で調整されましたので、質疑・討論を終結したい

と思いますが、これに御異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○議長（小松則明君） 異議ありませんので質疑・討論を終結いたします。 

発議案第２号柾内地区集会所設置を求める要望書（案）の提出についてを採決いたし
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ます。 

本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（小松則明君） 起立全員であります。よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

以上で、本定例会に付議されました議案審議は全て終了いたしました。 

これで本日の日程は全部終了いたしましたので、本日の会議を閉じます。 

よって、平成28年第４回大槌町議会定例会を閉会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

閉 会  午後２時１２分 
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上記平成２８年第４回定例会会議の次第は、書記の記載したものであるが、その内容の

正確であることを証するため、ここに署名する。 
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